
Q: 道産木材・木製品を入手しやすくするための仕

組みはありますか？

A: 現在，道産材の需要拡大や利用促進に向けた

様々な取組が行われています。しかし，近年の経済

情勢の変化や流通量の急激な変動により，道産木

材・木製品の調達は決して容易な状況ではありませ

ん。特に，製材工場が建築用材向けの道産木材を安

定的に調達するためには，一定量の発注が必要で

あったり，何ヶ月も前に発注しなければならないと

いった状況があります。また，いつ入手困難な状況

になるかわからないため，手に入るときに多くの道

産材を調達して，結果的に過剰な在庫を抱えてしま

う製材工場も少なくありません。

一方で，工務店からは“道産材の製材はどこで調

達出来るのか？”などといった話もよく聞きます。

このような，素材生産業者と製材工場，あるいは

製材工場をはじめとする木材加工工場と工務店等に

見られるような生産者と需要者の需給バランスのミ

スマッチを解消するためのひとつの方策として，情

報の共有化が考えられます。情報共有の方法として

は，クラウドシステムが一般的に多く使われていま

す。

クラウド（cloud）とは「雲」の意味で，ネット

ワーク上のコンピューター（＝雲）に情報データを

保管して，その情報を関係者間で共有化することが

出来る仕組みのことをクラウドシステムと言います。

そして，このシステムを活用した原材料から製品ま

での生産や流通の情報を継承するための仕組みをト

レーサビリティシステムといいます。食品産業では，

生産地や生産者の情報を持つQRコードやバーコード

を印字したラベルを製品に貼付するなど，安心安全
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図1 木材トレーサビリティシステムの概念図



な食品を提供するための仕組みとして使われていま

す。

近年，木材産業でも北海道外の地域で，木製品の

生産地情報や生産履歴を証明した地域材のブランド

化や品質管理，在庫管理を行っているところもあり

ます。

道総研では，このような情報を共有するための仕

組みを利用して，木材トレーサビリティシステム※1

（図1，2）と，このシステムを応用した受発注の管

理を行うための木材受発注管理システム※2（図3）の

プロトタイプを作成，検証しました。

木材トレーサビリティシステムは，道産木材・木

製品の素材生産から製材工場，集成材工場，プレ

カット工場における製造，加工状況等の様々な履歴

情報を継承することにより，工務店や消費者が生産

履歴の明らかな製品の入手を可能とするシステムで

す。また，このシステムにより素材生産業者と製材

工場が情報共有することで，伐採計画のタイミング

に合わせた安定的な原料調達が実現できる可能性が

あります。

木材受発注管理システムは，製材工場が地域内の

協力工場と製造状況や在庫情報を共有することによ

り，これまで1社では対応できなかった突発的な受注

や大量受注への対応を可能とするものです。工務店

等もインターネット上から道産木製品を容易に発注

することが出来るようになります。

両システムの検証結果から，生産履歴，情報集積，

情報伝達や製品の在庫把握等の有効性が確認された

一方で，情報入力の作業手間やそれに伴う経費増，

共有情報の範囲設定など，いくつかの課題が抽出さ

れました。今後は，実際に導入を検討している工場

での検証を行いブラッシュアップを図った上で，実

用化に繫げていく予定です。

北海道の地域材をもっと使いやすくするための方

策のひとつとして，これらのシステムを木材産業へ

導入し，川上から川下まで情報を繋ぐことで，人工

林資源の効率的な活用，高品質な建築用材の安定供

給，認証材の流通促進等が期待されます。

※1 トレーサビリティシステムの作成及び検証は，

下川地域材活用促進協議会を事業主体とする以下の

林野庁補助事業により実施したものです。

「地域材実用化促進対策事業（トレーサビリティシ

ステム確立検証）（平成22年度）」

「地域材供給倍増事業費補助金

(1) 水平連携等木材産業活性化のための支援

ウ 品質・性能の確かな部材供給推進事業（平成24

年度）」

※2 受発注管理システムの作成及び検証は，道総研

戦略研究「「新たな住まい」と森林資源循環による

持続可能な地域の形成（平成22～26年度）」により

実施したものです。
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図2 左図：製品に貼付する生産履歴情報ラベル

右図：ラベルを貼付した出荷前の製材

図3 木材受発注管理システムの概念図


